





 私は，昭和 47 年に商学部に入学，3 年次修了後に，文学部英米文学科に編入し昭和 53
年に卒業した。学生時代は，1 年間英語部(ESS)に所属し，その後仲間と共に LSE という英
語サークルを立ち上げ活動した。文学部 4 年生の時に英検 1 級を習得した。 
 卒業と同時に，千葉県立高校の英語教師として教壇に立ち 36 年，平成 26 年 3 月で定年
を迎えた。 
 しかしながら，青天の霹靂の事件が起きたのである。それは教員生活最後の年の 12 月に
3 年Ｘ組の担任が飲酒運転で 6 ヶ月の停職となり，担任が交代するというものであった。
私は 11 月下旬に校長室に呼ばれ，校長より事の経緯の説明と 3 年Ｘ組の担任就任の依頼が




 ともかくも，平成 25 年 12 月 19 日からの 3 年Ｘ組の担任生活が始まった。この実践記録
は，12 月 19 日から翌年 3 月 7 日までの 3 年Ｘ組の生徒，そして保護者との関わりを記録































 ①3 年Ｘ組を｢夢集団｣とした。また，スローガンとして｢伝説になる｣とした。 
 ②クラス通信｢Legend｣を発行した。 
 ③平成 26 年 1 月の 3 学期最初の日に，クラスの集合写真を撮り，教室に掲示した。 
 ④3 年Ｘ組のスナップ写真(一人も漏れなく)120 枚程を，教室後部の掲示板にラシャ紙 3
枚を使用し貼りだした。 
 ⑤全員と面談をする時間を残念ながら持つことは出来なかった。今まで指導に乗ること
が出来ないでいた生徒(5 名:以後ポテンシャル 5 と呼ぶ)とは，短時間ではあるが懇談
指導をすることが出来た。また，毎日の学校現場で出来るだけ声をかけるようにした。 
 ⑥副担にも協力してもらい，担任と副担二人から年賀状を出した。 





 具体的な実践を述べる前に，担任交代の流れを簡単に述べてみたいと思う。平成 25 年
11 月下旬に校長から担任交代の話があったが，12 月 18 日までＡ先生がＸ組の担任を務め






●12 月 19 日～31 日の関わり● 





















 12 月 20 日 









 放課後に，昨日と同じ生徒達にお願いし，2 枚目の写真・｢夢集団・あの日あの時｣をラ 
シャ紙に貼り付け，教室に掲示した。 
 



































●1 月 1 日～31 日までの関わり● 












1 月 7 日 














































●2 月 1 日～3 月 7 日(卒業式)の関わり● 
1 月 31 日より 3 月 3 日までの長い家庭学習期間に入る。交通事故などの事故・事件がな
いか心配はつきない時期となる。 
 
2 月 5 日 
卒業文集の表紙をＡＭさんに電話で依頼する。少しでも多くの生徒に様々な作業に参加
してもらい思い出を作ってほしい。 






２月 8 日 
卒業の目途がついた旨の葉書を夢集団全員に投函する。 
2 月 15 日 
大雨が降り洪水注意報が出たので，その地域に住んでいる A 君にお見舞いのメールをす
る。後日「オレンチは少し離れているから何でもなかったよ」と教えてくれた。 
3 月 4 日 5 日 6 日 
ポテンシャル 5 の欠席が目立つ。本人と家庭への連絡が続く。 











3 月 7 日 
40 名無事卒業となる。卒業文集(20 年後の私に)を配付する。 









ません。20 年後になる前に頑張って良い 20 年後になっていれば最高だと思います。20 年


















雑感：平成 26 年 3 月の卒業式が終えてからも，教員の不祥事が続いている。小学校校
長の覚醒剤の使用の報道もあった。飲酒運転や金銭横領などの不祥事も後を絶たない。ど
れだけ，生徒児童を裏切り続けるのか。人間として当たり前のことであるが，人の道を説
く教師として日々自分を磨き続けたい。生徒に信頼される教師への道は，生徒の可能性を
どこまでも信じ，生徒の幸福を考え，｢誠実に生きること」ではないか。｢授業がうまい。
話が面白い。一生懸命。」それらはまず「生徒の幸福を願う誠実さ」があっての事ではない
か。その｢誠実さ｣が自制ある行動を導くのではないか。 
